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トレース A = [aij]を n次正方行列とする．対角成分の総和をトレースといい，tr(A)と書く．

tr(A) = a11 + a22 + . . .+ ann

定理 5.4.1 正方行列Aの固有多項式が gA(t) = tn + an−1t
n−1 + . . .+ a1t+ a0であるとする．そ

のとき
an−1 = −tr(A) a0 = (−1)ndet(A)

定理 5.4.2 同値な正方行列のトレースは等しい．すなわち，Pが正則なら，tr(P−1AP ) = tr(A).

定理 5.4.3 正方行列Aが対角化可能で，Aの固有値を λ1, . . . , λr とする．そのとき，

tr(A) =
r∑

i=1

λi dim(W (λi;TA))

対角化不可能な行列の例 以下のような行列が (Cにおいても)対角できない．[
λ 1

0 λ

]

λはただ 1つの固有値で，λの固有空間は {c⃗
[
1

0

]
| c ∈ R}で，次元は 1.

正方行列Aが対角化不可能な場合でも，固有多項式を gA(t) = (t− λ1)
n1 · · · (t− λr)

nr という
形で書ける (C で根 λiを求めた場合)．そのとき，各固有空間の次元は固有多項式における次数
以下である．

　 dim(W (λi;TA)) ≤ ni
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